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長野県花き試験場研修者実習室建設工事

信州の木活用研修会

「コストにも負けない質の高い県産材利用の公共施設」

有限会社和建築設計事務所 代表取締役 青木和壽

2010年 6月 9日
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1.木造枠組壁工法による計画

1） 計画の経緯

「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」（平成22年法律第36号）や新農林水産省木材利用

推進計画（公共建築物等木材利用促進法に基づく計画）、長野県内の公共建築物・公共土木工事等における県

産材利用方針等、公共施設への木材利用の推進が行われるなか、本事業の設計が始められました。

当初は軽量鉄骨ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造の仕様でしたが、ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造と同等の製品品質管理と建設ｺｽﾄが示されることを条件

に協議を行い、長野県内の木材企業団体（県産材販路開拓協議会）と長野県林務部信州の木振興課の協力もあ

り、木造枠組壁工法の仕様変更を行い、設計が行われました。

2） 木造枠組壁工法とした理由

木造枠組工法は構造部位を工場製作することにより工場製作における品質管理が可能であること。また現場で

の構造躯体組立は2・3日完了でき、天候に左右されにくい工程管理と雨掛りによる品質劣化を防ぐことができる

こと。木造枠組工法に使用する木材については、2009年と2010年に長野県内の木材企業団体である県産材販路

開拓協議会が、国土交通省及び林野庁の公募事業による信州産木材4樹種（ｶﾗﾏﾂ・ｱｶﾏﾂ・ﾋﾉｷ・ｽｷﾞ）204部材開

発を行い、建築基準法施行令に示す建築建材の品質性能試験を約11,000試験実施、信州産木材4樹種が木造枠

組壁工法の建築用材として利用可能であることを確認していたことから、設計に採用されました。

2

2.木造枠組壁工法（204）とは

1） 204工法の名称由来

木造枠組壁工法の構造部材に使用する多くの木材の断

面寸法が2ｲﾝﾁ×4ｲﾝﾁ（50.8㎜×101.6㎜）だったことから

ﾂｰﾊﾞｲﾌｫｰ工法と呼ばれているが、正式名称は枠組壁工

法である。米国では「Wood-frame construction」という。

2） 木造枠組壁工法の歴史

日本において最も古い木造枠組壁工法の建物は、1877

年に北海道大学模範家畜棟で、1974年に建築基準法によ

るｵｰﾌﾟﾝ化により、現在年間10万棟が建設されている。

3） ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法との違い

ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法とはﾌﾟﾚ・ﾌｧﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝ工法の略で、工場等

で構造体・内外装材等部材加工して現場で組み立てる

工法である。

木造枠組壁工法は現場と工場でﾊﾟﾈﾙ製作する方法が

あるが、工場で製作するものは構造体ﾊﾟﾈﾙのみである。

また木造枠組壁工法は建築基準法施行令（告示）に示す

「ｵｰﾌﾟﾝ工法」である。

現在国内で生産される木質系や鉄骨系のﾌﾟﾚﾊﾌﾞ工法は、

大手ﾊｳｽﾒｰｶｰがそれぞれに開発した多種多様で、

建築基準法に示す一般工法ではなく、ﾊｳｽﾒｰｶｰの

特別工法 「ｸﾛｰｽﾞﾄﾞ工法」である。

4) 木造枠組壁工法の構造ｼｽﾃﾑ

木造枠組壁工法は、床、壁、屋根の6面を木材の枠組み

に合板等の面材によるﾊﾟﾈﾙで構成する工法である。
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3.木造枠組壁工法（204）に使用する木材
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1) 木造枠組壁工法の構造部材規格

木造枠組壁工法に用いる構造部材の規格は、建築基準法施

行令第80条の2第1号及び第94条及び第99条の規定に基づく、

平成13年国土交通省告示第1540号に、枠組壁工法構造用製材

の日本農林規格（JAS）と明記されている。

枠組壁工法構造用製材の日本農林規格では、木造枠組壁工法

の構造部材の等級区分が示されており、目視品質検査による

等級区分と機械による曲げ応力等級区分がある。

2） 国産木材による木造枠組壁工法の構造部材供給

木造枠組壁工法の木材は輸入木材が大半で、国内での木造

枠組壁工法用木材生産はｺｽﾄと大断面部材（210・212）を生産

する木材供給が出来なかったことにより、生産不可能であった。

近年、国産材木利用促進と国内木材の大径木化による木材

供給可能により、木造枠組壁工法部材開発が国内で行われて

いる。

3） 本事業における構造部材供給

本事業における構造部材については、全数目視による品質検

査と、全数非破壊による曲げ応力試験を行っている。

木造枠組壁工法構造部材断面

曲げ応力非破壊検査

＜計画概要＞

発注者： 長野県花き試験場長

名称： 長野県花き試験場研修者実習室

規模： 階数 １階 延べ床面積 90.41㎡ 梁間×桁間 5.46ｍ×16.56ｍ

設計期間：2010年1月27日～2月25日

工事期間：2010年4月12日～7月15日

＜仕様＞

構造： 木造枠組壁工法（204） ﾌﾙﾊﾟﾈﾙ（床・壁・屋根）

構造材：長野県産木材（ｶﾗﾏﾂ・ﾋﾉｷ・ｽｷﾞ） 県産木材使用率100％（合板も含む）

外装： 屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾆｳﾑ鋼板 厚4㎜

外壁 ｶﾗﾏﾂ無垢ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 厚15㎜ ｵｲﾙｽﾃｨﾝ塗装

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞ 厚14㎜ AEP塗装

建具 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具 ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ

内装： 天井 化粧吸音板 厚9.5㎜

壁 石膏ﾎﾞｰﾄﾞ 厚12㎜ AEP塗装

床 ｶﾗﾏﾂﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ 厚15㎜ ｵｲﾙｽﾃｨﾝ塗装

3.計画概要
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4.初期計画 ①
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4.初期計画 ②
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外壁:窯業系サイディング　厚14mm
     AEP塗装

屋根：ガルバリウム鋼板（艶消し）厚0.4㎜ 　縦ハゼ葺き
屋根下葺き材：アスファルトルーフィング　940

野地板：構造用合板　厚12㎜
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破風板:カラマツ40×160　オイルステイン塗装

屋根：ガルバリウム鋼板（艶消し）厚0.4㎜ 　縦ハゼ葺き

屋根下葺き材：アスファルトルーフィング　940
野地板：構造用合板　厚12㎜

屋根：ガルバリウム鋼板（艶消し）厚0.4㎜ 　縦ハゼ葺き

屋根下葺き材：アスファルトルーフィング　940

野地板：構造用合板　厚12㎜
屋根：ガルバリウム鋼板（艶消し）厚0.4㎜ 　縦ハゼ葺き

屋根下葺き材：アスファルトルーフィング　940

野地板：構造用合板　厚12㎜

外壁：カラマツ板　厚15㎜ 巾150mm

　　 目地押え縁材　厚18㎜ 巾30mm
　　 オイルステイン塗装

防水紙：透湿防水シート

壁下張材：構造用合板　厚12㎜　　

けらば板:カラマツ40×160　オイルステイン塗装

外壁：カラマツ板　厚15㎜ 巾150mm
　　 目地押え縁材　厚18㎜ 巾30mm
　　 オイルステイン塗装
防水紙：透湿防水シート
壁下張材：構造用合板　厚12㎜　　

破風板:カラマツ40×160
       オイルステイン塗装

外壁：カラマツ板　厚15㎜ 巾150mm
　　 目地押え縁材　厚18㎜ 巾30mm
　　 オイルステイン塗装
防水紙：透湿防水シート
壁下張材：構造用合板　厚12㎜　　

外壁：カラマツ板　厚15㎜ 巾150mm
　　 目地押え縁材　厚18㎜ 巾30mm
　　 オイルステイン塗装
防水紙：透湿防水シート
壁下張材：構造用合板　厚12㎜　　

破風板:カラマツ40×160　オイルステイン塗装

外壁:窯業系サイディング　厚14mm
     AEP塗装

外壁:窯業系サイディング　厚14mm
     AEP塗装
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床：カラマツフローリング　厚15㎜　オイルｽティン塗装

床下張材：構造用合板　厚15㎜

壁：石膏ボード　厚12㎜　AEP塗装

気密フィルム：ポリエチレンフィルム　厚0.1㎜

断熱材：高性能グラスウール　16K　厚100㎜充填

幅木：アカマツ　厚9㎜　高さ90㎜　オイルｽティン塗装

窓枠：アカマツ　厚20㎜　オイルｽティン塗装

外部建具：断熱サッシュ　ペアガラス
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外壁:カラマツ板　厚15㎜ 巾150mm

　　　目地押え縁材　厚18㎜ 巾30mm

　　   オイルステイン塗装

防水紙：透湿防水シート

壁下張材:構造用合板　厚12㎜
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外壁:窯業系サイディング　厚14mm

     AEP塗装

防水紙：透湿防水シート

壁下張材:構造用合板　厚12㎜

矩計図

5.木造変更計画 ③
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項目

構造の安定性 耐震等級１ 耐震等級１

建築基準法を満たす 建築基準法を満たす

劣化軽減 劣化軽減対策等級３

D１樹種等

維持管理 維持管理対策等級３ 該当なし

床下配管隠ぺいなし 床下配管隠ぺい有り

温熱環境 温熱対策等級等級４ 該当なし

（平成11年度基準）

床　  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　K32 120mm(3.3㎡K/W) なし（土間ｺﾝｸﾘｰﾄ）

壁　  ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　K16 100mm(2.3㎡K/W) ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　K16 50mm(1.1㎡K/W)

壁90㎜ 壁厚50㎜

天井　　 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　K10 200mm（4.0㎡K/W） ｸﾞﾗｽｳｰﾙ　K16 100mm(2.3㎡K/W)

ｻｯｼｭ　　 単板複層ｶﾞﾗｽ(1.91W/㎡K) 単板複層ｶﾞﾗｽ(1.91W/㎡K)

暖房 石油FF式暖房機 石油FF式暖房機

備考
軽量鉄骨造

（プレハブ）

木造枠組壁工法

（204工法）

性能比較

6.建築物性能比較
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工事種別 数量 単位 金額 備考 工事種別 数量 単位 金額 備考

　1.直接仮設 1 式 467,186 　1.直接仮設 1 式 342,035

　2.土工 1 式 202,216 　2.土工 1 式 236,759

　3.地業 1 式 139,510 　3.地業 1 式 173,757

　4.鉄筋 1 式 179,796 　4.鉄筋 1 式 119,797

　5.コンクリート工事 1 式 867,578 　5.コンクリート工事 1 式 427,138

　6.型枠 1 式 312,900 　6.型枠 1 式 685,050

　7.躯体工事（プレハブ本体） 1 式 3,942,800 　7.木工事 1 式 2,340,209 躯体木材別

　8.屋根工事（プレハブ本体含む） 　8.屋根工事 1 式 1,190,854

　9.建具工事 1 式 479,100 　9.建具工事 1 式 879,854

　10.金属工事 1 式 457,774 　10.金属工事 1 式 82,022

　11.塗装工事 　11.塗装工事 1 式 490,177

　12.内装工事 1 式 769,062 　12.内装工事 1 式 527,955

　13.防水工事 　13.防水工事 1 式 96,513

　14.左官工事 　14.左官工事 1 式 97,233

　15.雑工事 1 式 134,400 　15.雑工事 1 式 182,058

　16.機械設備工事 1 式 1,500,000 参考 　16.機械設備工事 1 式 890,752

　17.電気設備工事 1 式 670,000 参考 　17.電気設備工事 1 式 942,535

計 10,122,322 計 9,704,698

軽量鉄骨プレハブ造見積り 木造枠組壁工法積算

7.建築物コスト比較 ①

12
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構造木材 部位 樹種 呼び称 長さ (mm) 数量 (本） 材積 (m3) 材単価 (m3) 金額

土台 ヒノキ 404 89 × 89 4000 21 0.665364 105,000 69,863

たて枠・上下枠・頭継ぎ カラマツ 204 38 × 89 3000 240 2.435040 90,000 219,154

ヒノキ 204 38 × 89 3000 61 0.618906 105,000 64,985

スギ 204 38 × 89 3000 40 0.405840 75,000 30,438

カラマツ 406 89 × 140 4000 4 0.199360 90,000 17,942

床根太 カラマツ 206 38 × 140 3000 157 2.505720 90,000 225,515

天井根太 カラマツ 206 38 × 140 4000 43 0.915040 90,000 82,354

垂木 カラマツ 206 38 × 140 5000 89 2.367400 120,000 284,088

まぐさ カラマツ 410 89 × 235 4000 6 0.501960 120,000 60,235

天井梁 カラマツ 120 × 360 6000 3 0.777600 150,000 116,640

カラマツ 120 × 300 5000 1 0.180000 150,000 27,000

屋根梁 カラマツ 120 × 240 4000 5 0.576000 100,000 57,600

12.148230 1,255,814

合板 部位 樹種 厚み 枚数 材積(m3) 備考

床下張り材 カラマツ 24 910 × 1820 55 2.186184 信州木材認証製品

外壁下張り材 カラマツ 12 910 × 1820 98 1.9476912 信州木材認証製品

屋根下張り材 カラマツ 12 910 × 1820 99 1.9675656 信州木材認証製品

6.1014408

寸法 (mm)

寸法 (mm)

7.建築物コスト比較 ②
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見積り額（税抜き） ¥12,925,350 予定額（税抜き） ¥12,390,000 入札価格（税抜き） ¥11,655,000

（共通仮設費+現場管理費+
一般管理費等含む）

（共通仮設費+現場管理費+
一般管理費等含む）

（共通仮設費+現場管理費+
一般管理費等含む）

躯体木材費 ¥1,255,814 躯体木材費 ¥1,255,814

合計 ¥13,645,814 合計 ¥12,910,814

積算 入札（4社平均）

木造枠組壁工法

軽量鉄骨プレハブ造見積り

7.建築物コスト比較 ③

○ 木造枠組工法による建設ｺｽﾄは、入札（4社平均）に木材費を足したｺｽﾄは軽量鉄骨ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造の

見積り金額と同額となった。

○ 建設ｺｽﾄは￥142,800/㎡（消費税別） ¥473,000/坪となった。

○ 軽量鉄骨ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造は、ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ本体費用 ¥3,942,800（工事費の39%）が県外で償却される。木造

枠組壁工法は軽量鉄骨ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ造に比べ地域社会経済への貢献度が高いといえる。

14

8.木造枠組壁工法による建設 ① ﾊﾟﾈﾙ製作工場（株式会社林友/安曇野市）

壁ﾊﾟﾈﾙ製作

屋根ﾊﾟﾈﾙ床ﾊﾟﾈﾙ

壁ﾊﾟﾈﾙ製作

15

8.木造枠組壁工法による建設 ② 6月3日（金曜日）

床ﾊﾟﾈﾙ設置 床ﾊﾟﾈﾙ設置

床断熱材設置

16

8.木造枠組壁工法による建設 ③ 6月6日（月曜日）

壁ﾊﾟﾈﾙ設置 壁ﾊﾟﾈﾙ設置

壁ﾊﾟﾈﾙ設置 棟梁設置

17

8.木造枠組壁工法による建設 ④ 6月7日（火曜日）

屋根ﾊﾟﾈﾙ設置 野地板設置

天井パネル壁パネル 天井梁

18
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9.仕様書

木造枠組壁工法の
仕様書

木造建築工事
標準仕様書

（公共建築協会）

枠組工法建築物
構造計算指針

（日本ｽｰﾊﾞｲﾌｫｰ協会）

枠組壁工法建築物
スパン表

（日本ｽｰﾊﾞｲﾌｫｰ協会）

枠組壁工法住宅工事
仕様書

（住宅金融普及協会）

枠組壁工法の
構造設計
スパン表

（住宅金融普及協会）
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10.必要図面

基礎伏図 床伏図

屋根伏図 スタッド割付図
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11.今後の木造建築物の普及に向けて

1） 木造枠組壁工法による公共建築物への可能性

小規模における公共木造で、施工品質の安定性を確保することが容易なものは枠組壁工法（ﾌﾙﾊﾟﾈﾙ）と

思われる。

施工方法は建築基準法施行令（告示）に明記されており一定の技術での施工が可能であり、断熱性や気密性

に 優れた省ｴﾈﾙｷﾞｰ建物を構築し易い点がある。

木材供給における枠組壁工法構造用製材の日本農林規格（JAS）の生産工場整備や、木材生産ｺｽﾄの課題

はあるが、これは需要増により解消することができる。

2） 木造化による地域貢献

県産木材を使用して建設する建築物は地域経済への貢献度が高く、計画段階からより地域産業を活用する

ことを基本とすべきである。そのためには業種（林業・木材産業・建設産業）の隔たりを無くし、互いにより多くの

情 報共有することが必要である。

3） 木造建築の課題

木造には軸組工法、枠組壁工法、丸太組構法、大断面木造等があり、それぞれの特性を活かすことにより、

ニーズに合った建築物を構築できる。木造建築物は設計者と施工者の技術力に左右され易く、設計者は木造

建築の設計監理経験、施工者においては、カンナやノミ、ノコギリ等伝統工具を巧みに使える技術や木造全体

を管理できる能力が必要となる。

今後、木造建築をより多くするためには工法を問わず木造建築の担い手の育成が必要である。
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